







































































































































































































































































































　インダストリー4.0では、世界が AI や IoT により技術革
新をもたらし、ニュービジネスを生み、社会構造まで変え
ていくといわれており、中国もここに対してはかなりの資
金を投入しているようです。
　さらに、先ほど申し上げたスタートアップの促進です。
中国政府は、教育、基金、投資家、融資、補助金制度の整
備を充実させています。
　弊社も、中国事業の持続可能性を追及し、このような中
国社会の変化に対応した新規ビジネスチャンスを取り込も
うとしています。トランスフォーメーションから生まれる
ニュービジネスやインダストリー3.0、IT を活用したイノ
ベーションに、帝人グループも取り組んでいきたいと考え
ています。
５ ．中国における環境ビジネスの取り組み
　帝人グループにおける中国事業のドメインについてお話
しいたします。われわれの主要な顧客は、環境保護に問題
を抱える社会や、人間らしい質の高い暮らしを求める人、
産業の高度化を追求する企業、つまり移動やエネルギー、
環境、食、農業、ロボット、機械、機器関連の企業です。
それらの顧客に、以下の使用価値を提供します。健康、環
境保全、安心・安全、生活の快適さ、生産性・効率化のた
めのソリューション、これらの使用価値を提供します。ま
た、帝人グループには、課題先進国の日本で培った物やノ
ウハウを中国社会ニーズに応用し、転換することができる
という強みがあります。帝人の強みを発揮できるヘルスケ
アや環境、モビリティといったプラットフォームに、さま
ざまな製品やサービスを組み合わせて、外部からもノウハ
ウを取り込んで価値を提供できるビジネスモデルを創造す
ることができます。
　また、帝人グループには、機会を逃さずにチャレンジす
る組織風土があります。今、中国人社員も含めて企業倫理
からイノベーションに至るまで社内教育を改めて行ってい
ますが、これは中国でビジネスを継続するためには非常に
重要なことと思っています。
　中国帝人グループの持続可能な事業領域としては、ヘル
スケア、医療・介護、環境保全、新エネ・省エネ、安全セ
キュリティー、交通インフラ、そして IT があり、そこで
はこのようなノウハウ、製品、技術があります。
　環境への取り組みは、生産工場において環境規制を遵
守、対応するのみではなく、過去に培ってきた環境対策技
術を活用し、中国の社会ニーズに応えるビジネスとして、
外部に向けた展開を既にスタートさせています。
　その一つが VOC（揮発性有機化合物）回収装置です。
工場排気中の VOC は大気を汚染し、PM2.5の元凶ともい
われ、規制が非常に厳しくなっています。われわれの持つ
炭素繊維技術を使った活性炭素繊維（ACF）をコア技術
とする VOC 回収装置は、排気中の有機溶剤を吸着し、脱
着後濃縮・分離して溶剤としてリサイクルするという経済
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性にも優れた装置です。
　もう一つは、ナノフロントを活用した工業用の集じん
フィルターです。独自技術であるナノファイバーという非
常に細いポリエステル繊維と極細アラミドファイバーを使
い、排出基準に適合するとともに高い経済性を発揮しま
す。これは、集じん機メーカー、エンジニアリング企業と
組んでお客様の工場のモニタリングも行うという事業を計
画中です。
　一般的に使用されているフィルターは16ミクロンの繊維
を使用しているのに対し、ナノフロントは0.7ミクロンと
いう細さです。ポリエステルのファイバーは非耐熱性です
が、アラミド繊維や将来的には PPS という特殊な繊維を
取り込んで、使用する工程に応じた温度領域の製品をライ
ンアップしています。
　排水処理では、多段式生物処理装置という米国から取り
入れた技術を使用しています。多段式の水槽に、微生物が
高密度に棲息できる繊維担体を沈ませ、そこを通る排水中
の微生物が繁殖し、排水に含まれる有害物質を食べさせ処
理します。その微生物の死骸を次の段階で高等微生物が食
べるという食物連鎖が形成され、最終的に発生する汚泥を
50～80％抑制するというものです。これにより、二次汚染
の防止やエネルギーコストの削減も可能になります。
　排水処理では、ほかにも分離膜ユニットや液体フィル
ターカートリッジなどがあります。湖沼や河川に設置する
ナノマイクロバブルノズルは、マイクロバブル（微細な気
泡）を水中に送り込むものですが、極小のバブルなので水
中に長く存在し、微生物が繁殖しやすい環境を形成しま
す。このような環境対応ビジネスを中国で展開していま
す。
　ありがとうございました。
